
令和７年度　生徒学校評価　

【考察（１・２学期の比較、学年間の比較など）】
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○

○

○

○

１学期と比較すると、「あてはまる」の割合が全体的に増加した。1学期は、３年生の評価が低かったが、２学
期は評価が上がった項目が多かった。３年部の先生の指導で、受験生としての自覚が芽生え、結果につな
がったのではないかと考えられる。

1学期に課題だった項目７「無言清掃」は、「あてはまる」と答えた生徒が20％近く増加したが、いまだ50％未
満にとどまっている。1学期と比べると無言で移動できるようになっているため、今後は清掃中の私語を無くせ
るよう、清掃指導をしていきたい。

冬になると感染症が増え、委員会等で呼び掛けたため、項目16「感染対策」についても評価が上がっている。
しかし、インフルエンザが流行し、学級閉鎖が出たため、引き続き手洗い、うがい、換気等の感染対策を呼び
掛け、朝の健康観察も丁寧に行っていきたい。

項目６「礼儀正しい挨拶ができている」は、「あてはまる」と回答した人が60％を超えた。面接指導の成果か、
「あてはまる」と回答した３年生が30％から68％に増えている。ただ、挨拶はできるが、声が小さかったり、来
校者への挨拶ができなかったりするので、今後は挨拶の質を高めていきたい。

項目３「家庭学習が身に付いている」については、「あてはまる」、「ほぼあてはまる」と回答した生徒の割合が
45％から63％に増加した。1学期は３年生の評価が低かったが、受験に向けての意識の高まりからやや上昇
した。２年生は「ほぼあてはまる」の割合が27％から55％に増加した。期末テストやコンテストの期間だけでな
く、学習習慣が確立するよう指導していきたい。

１学期に課題だった項目１「進んで読書している」は、改善が見られなかった。「あてはまる」と答えた３年生は
増加しているが、「あてはまる」、「ほぼあてはまる」と回答した１・２年生は減少し、２年生では30％を切ってい
る。１・２学期同様、自学の時間に読書を行う期間を設け、定期的に読書の時間を確保していく。また、学校図
書館運営支援員や図書委員会にも引き続き協力してもらい、改善につなげていきたい。

1  進んで読書をしている　　　

2  授業内容を理解できている　　

3  家庭学習が身に付いている　　

4  委員・係の仕事に積極的

5  いじめや差別をしない

6  礼儀正しい挨拶ができる

7  時間いっぱい無言清掃

8  1分間黙想ができている

9  学ぶ喜びを実感できる授業

10  ＩＣＴ等を効果的に活用

11  学力や体力に合った指導

12  生徒の実態に応じた指導

13  個にあった適切な進路指導

14  安全な環境づくりに努めている

15  健康保持、増進に努めている。　　

16  基本的な感染症対策を実施

17  個に応じた配慮や指導

18  分かる授業づくりを行っている　　

19  地域や保護者と連携している

20  積極的な情報発信をしている

21  言語活用整備・展掲示の充実

22  小中連携して生徒理解

１学期（生徒） ２学期（生徒）


